
45

(160)

52

87
70

45

(163)

(87)

64

16 60°

47

57.5 65°
34

M4×25ビス

52.5

φ4.515
桧

Tube 12φ×0.5（流用）

ｔ4シナ

94
40

6

15

(3.5°)

5°

トリガー：アクリル白 3ｔ
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100均マジックハンド
現物スケッチ図

Φ12×0.5

R3

ストッパ必要かどうか要判断
（1号機は省略した）

ワイヤ引き金具（流用）

ワイヤリンク（流用）

φ4.5通し
リーマ

R3

φ1ワイヤー

トリガーの型出しピンが、エッジぎりぎりな上に、ワイヤーもぎりぎりなので、ワイヤー避けの
為にピンの部分はスリットになっている。　このスリットがある為トリガーをボディに嵌め込む
時には嵌め易いが、ピンが折れたり摩耗すると修復は不可能な構造

100均マジックハンド
改造図

このストッパーは、先端はさみ爪が無駄に大きく開きすぎるのを防ぐた
めのもの。（トリガーのベロにもこの機能があるが、ピンがガタついて緩
くなってくると、ベロのストップ位置も狂ってくるので設けてあるようだ。）
ベロのストップ構造が確実ならば、このストッパーは省ける。

使いこなす間に引張ワイヤーが、この位置で樹脂ボディを削ることによ
り、ワイヤーのテンションが下がり、結果、先端爪の閉じる力が弱くな
る。

ベロ部

トリガーベロ部の
スリットとピン構造

改造留意点
・ピンを余裕位置まで後退させ、通しピンが使えるようにする。
・通しピンにガタを付けず、トリガーストッパを信頼できるようにする。
・チューブエンドにワイヤーガイド（M4×25ビス）を設け、ワイヤーの動きに伴う見かけ緩
みを防止する。

PP樹脂、厚さは全て2ｍｍ
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設変
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割れ易い

ハサミ爪部
図示略



6×11×15ｔ桧
接着位置
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2-φ4通し

φ4.5通し
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製作冶具：　グリップ内にワイヤストッパが必要かどうか確認する為に使用す
る。　必要な場合の位置決めに利用。→未使用でＯＫだった。
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Ｒ3シナ折り曲げ
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30

1ｔ×14×30
真鍮板

張付
グリース塗布

15
桧

4ｔシナ4ｔシナ

45桧

3ｔアクリル

シナ折曲げ

ここから右の治具を差し込み、先端爪の開き具合を
確認後にグリップと共に接着のこと。
流用する機材によっては、ワイヤストッパをグリップ
内に取り付けた方が、先端爪が開き過ぎず都合がい
い場合がある。（100均品はそうなっている）

製作結果、心配無用だった。
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φ6通し

組ネジ4.5×23
（4.5×25より詰める）
シナ部は止まり嵌め

グリップ本体図

皿ビス2-M4×25+ナット

仮組結果
① トリガーの引き代に不足感があったので、グリップを200Ｒでカットした為、
トリガーを完全に閉じた時に本体との間にスキが出来るようになった。　∴次
回トリガーを作る時は、高さを5ミリ増しした図で作成のこと。
② パイプ差し込みストッパーのM4×25ビスは、Ｍ3で十分だった。更に沈め
板ナットだと出っ張りが目立たなくてベストだったかも。
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Φ12×0.5ｔ
パイプ流用

押しバネ
流用バネ受け（アクリル）

外形：10.7×15×3ｔ &φ8×6ｔ
矩形部穴φ5、φ8部φ3 φ8部はスリ割り1よ
りワイヤを挿入後、矩形と接着（非分解）

駆動ピンφ3×10.8真鍮

組ネジ
Φ4.5×23

Φ1 ワイヤー 流用
（カシメ部はφ5穴で通過する）
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防振ゴムより
ｔ3をｔ1.5に加工
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（104）

爪は同じものを２個（先端ゴムは片側のみ）


